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プロジェクト名: 日ネ協会旧蔵資料データベース構築 

名和克郎 

 

（１）  プロジェクト全体計画（概要・目的・意義など） 

 昨年本研究所に寄贈された社団法人日本ネパール協会旧蔵資料は、1950 年代から 60 年

代主にネパール国内で出版された、ネパール語及び英語の多様な書籍・パンフレット等 1500

点以上からなる、世界的に見ても貴重なコレクションである。本プロジェクトは、同資料

についてのデータベースを作成することをその目的としている。その際、これまで研究者

間でもほとんど知られていなかった同資料の内容を広く紹介し利用に供するために、単な

る書誌情報のみならず、内容紹介等の情報等を加えた annotated bibliography としたい。 

 

（２）  今年度の進捗状況 

 計画の初年度にあたる今年度は、アルバイトを雇用しネパール語及び英語の資料の書誌

情報を入力する作業を開始した。図書の寄贈が 9 月末、予備的な確認作業の後に名和の海

外出張が入ったため、研究計画書に記載の通り、本プロジェクトの実質的な作業開始は 1

月となった。 

 具体的な作業としては、アルバイト 2 名を雇用し、暫定的に FileMakerPro で作成した雛

形に沿って、基本的な書誌情報等を入力していく作業を進めた。ネパール語等デーヴァナ

ーガリー文字のものについては、基本的な書誌情報について、共に Unicode を用いて、デ

ーヴァナーガリー文字、ローマ字転写の双方を入力すると共に、固有名詞等については標

準的な英語での表記も併記する方向で作業を進めている。資料内容が通常の図書、雑誌に

加え数ページのパンフレットなど雑多な形態を含んでいるため試行錯誤を繰り返しつつの

作業となっているが、本年度中に英語に関しては図書・パンフレット類の大半と雑誌の一

部に関して、基本情報の一次的な入力を終えた（図書類は 589 件、雑誌は個々の号・巻を

全て数えて 449 件まで）。ネパール語については図書・パンフレット類の入力が進行中であ

り（現在までに 390 項目の入力を完了）、雑誌に関してはまだ入力を開始していない。 

 なお、具体的な入力の実例に関しては、添付のファイル（環境によりデーヴァナーガリ

ー文字が表示されないことがあるので画像ファイルになっている）をご参照頂きたい。 

 

（３）  公開済の（または予定の）具体的な成果物 

 まだ基本的なデータを入力している段階であり、現状で公開している具体的な成果物は



存在しない。入力したデータは FileMakerPro 上では随時検索可能であるが、公開可能なデ

ータベースとしていかなる形に成型していくかは今後の検討課題である。 

 来年度に入力状況が進展すれば、まず再来年度にセンター叢刊での目録刊行を申請する

予定である。 
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